
骨太方針で別枠予算明記
⚫ 政府は、2026年度の予算編成や政策の指針となる「経済財政運営と改革の基本方針（骨太方針）」を閣議決定し、今後５年間で農地の

大区画化等を推進するために、「別枠で必要・十分な予算を確保」すると明記した。

⚫ 骨太方針に入った項目は予算を獲得しやすいとされ、政府原案は別枠予算の確保を記述していなかったが、与党の指摘を踏まえて追記
した。

農政Ｉｎｆｏｒｍｔｉｏｎ
№80（２０２５年７月９日）

【概要】
⚫ 新たな基本計画に基づく生産基盤の

強化(農地大区画化、共同利用施設の
再編・集約化、スマート技術の開
発・実装、輸出産地育成等）

⚫ 米価対策(政府備蓄米を始めとする米
の流通円滑化、消費者等への丁寧な
情報発信)、水田政策見直し、土地改
良、新規就農・法人算入支援

⚫ 国産材転換・木材利用拡大、漁業の
強靭化

【政策ファイル】

【骨太方針のポイント】
⚫ 農地の大区画化などへ別枠で予算を確保
⚫ 政府備蓄米をはじめとする米の流通の円滑

化
⚫ 新市場開拓用米や米粉用米の生産性向上
⚫ 新規就農や法人参入の支援
⚫ 中山間地域などの基盤整備や機械導入支援

【新基本計画における４本柱】
① 農地の大区画化
② 共同利用施設の再編・集約化
③ スマート技術の開発と生産方

式の転換・実装
④ 輸出産地の育成


	スライド 1

